
本
邦
に
恥
け
る
若
年
労
働
力
転
出
の
地
域
的
変
容

J 11 

崎

敏

本邦における若年労働力転出の地域的変容

序

我
が
国
に
お
け
る
若
年
労
働
力
(
中
学
新
卒
者
)

の
調
査
は
、
若
年
労
働
力
が
不
足
し
始
め
た
昭
和
三
四
年
か
ら
で
あ
る
。
最
初
は
経

済
企
画
庁
総
合
計
画
局
が
県
外
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
就
峨
者
の
み
を
調
査
し
発
表
し
た
(
1
)
が
、
昭
和
三
六
年
か
ら
労
働
省

職
業
安
定
局
が
、
県
外
就
職
者
の
ほ
か
に
県
内
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
新
卒
者
を
調
査
し
発
表
し
た
「
2
)
O

こ
れ
に
よ
る
と
一
一
一

四
年
に
お
け
る
県
外
就
職
者
は
一
三
・
六
万
人
(
男
女
を
分
割
せ
ず
。

以
下
同
じ
)
、

二
六
年
は

一
O
O
O人
未
満
は
四
捨
五
入
。

-
六
万
(
男
六
・
二
一
万
、
女
六
・
一
二
万
)
、
三
八
年
の
ピ

l
ク
の
時
は
一
七
・
一
万
人
(
男
八
・
一
万
、
女
九
・

O
万
)
、
四
四
年
は
八
・

一
万
人
(
男
三
・
三
万
、
女
四
・
八
万
)
と
な
り
、
一
二
九
年
以
後
か
ら
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
百
五

こ
の
よ
う
な
推
移
に
お
い
て
地
域
的
変
容
は
如
何
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
で
は
地
域
変
容
を
も
た
ら

し
た
都
道
府
県
の
産
業
構
造
の
変
化
や
社
会
構
造
の
変
化
、
例
え
ば
進
学
率
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
。
た
だ
地
域
間
移
動
の
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要
因
と
な
っ
て
い
る
初
任
給
の
地
域
格
差
に
つ
い
て
は
若
干
述
べ
る
。
ま
た
『
若
年
労
働
力
」
は
一
般
は
高
校
卒
業
者
も
か
む
べ
き
で
あ
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る
が
、
本
論
は
中
学
卒
業
者
と
比
較
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
。

三
六
年
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て

変
容
年
代
は
労
働
省
職
業
安
定
局
が
、
男
女
別
に
地
域
間
移
動
を
微
細
に
わ
た
っ
て
調
査
し
始
め
た
、

を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。

述
べ
、
特
に
抽
出
年
代
の
比
較
の
場
合
は
、
一
二
六
年
と
中
学
新
卒
者
の
就
職
者
の
最
も
多
か
っ
た
三
八
年
と
最
近
の
資
料
で
あ
る
四
四
年

以
上
の
資
料
を
使
用
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
、

お
も
な
る
県
の
職
業
安
定
課
や
労
働
省
職
業
安
定
局
を
訪
れ
関
係
資
料
を
集
め
た
り
、
各

位
か
ら
有
意
義
な
御
教
示
を
裁
い
た
。
な
お
本
論
は
筆
者
の
労
働
力
の
地
理
学
的
研
究
の
続
編
で
あ
る
〈
4
1
U〉
O

註経
済
企
画
庁
計
画
局
広
域
職
業
紹
介
に
よ
る
就
職
状
況
調
べ
昭
和
一
二
四
年
三
月

労
働
省
職
業
安
定
局
学
卒
者
職
業
紹
介
状
況
・
初
任
給
の
概
要
昭
和
一
二
六
年
三
月
1
四
四
年
三
月

中
学
新
卒
者
と
高
校
新
卒
者
を
三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
す
る
と
、
(
左
表
で
県
と
は
都
道
府
を
合
む
)

中

学

高

校

三
三
・

O
万

人

二

二

・

六

万

人

一

一

了

六

万

人

八

・

七

万

人

四一

μ

二
七
%

児
五

O
U
F
女
五

O
一
%
男
三
九
%
女
六
一
、
%

二

二

・

八

万

人

三

九

・

八

万

人

八

-
O万
人

一

一

・

六

万

人

三

五

%

二

九

%

男
四
一
%
女
五
九
%
明
白
一
%
女
四
九
%

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

三
六
年
全
就
職
者

右
の
う
ち
県
外
就
職
者

右
の
一

O
O分
比

右
の
男
女
比

四
四
年
全
就
職
者

右
の
う
ち
県
外
就
職
者

右
の
一

O
O分
比

右
の
男
女
比
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三
六
年
に
お
け
る
中
学
新
卒
者
は
全
就
職
者
数
、
県
外
就
職
者
数
と
も
、
高
校
新
卒
者
よ
り
多
い
が
、
比
率
は
中
学
新
卒
者
が
高
い
。
し
か
し

四
四
年
に
な
る
と
逆
転
し
高
校
新
卒
者
が
多
く
な
る
が
、
比
率
は
依
然
と
し
て
中
学
が
高
い
。
ま
た
県
外
就
職
者
の
男
女
を
み
る
と
、
三
六
年
は

中
学
新
卒
者
は
同
じ
で
あ
る
が
、
高
校
新
卒
者
は
女
が
多
く
、
四
四
年
に
な
る
と
中
学
新
卒
者
は
女
が
多
く
な
り
、
高
校
新
卒
者
は
や
や
男
が
多

、。
B
U
 

(
4
)
川
崎
敏
半
田
市
に
お
け
る
繊
維
工
業
と
食
品
工
業
の
労
働
力
の
問
題
点
半
田
市
将
来
計
附
調
査
報
告
附
和
三
七
年

(
5
)

川
崎
敏
三
大
労
働
市
場
(
東
京
・
大
阪
・
察
知
)
に
お
け
る
吸
引
労
働
力
の
地
成
構
造
地
肌
学
評
論
第
三
六
巻
八
弓
附
和
三
八
年

(
6
)
川
崎
敏
一
宮
市
に
お
け
る
労
働
力
の
分
析
と
対
策
一
宮
市
第
二
次
調
査
報
告
昭
和
三
八
年

(
7
)

川
崎
敏
瀬
戸
市
に
お
け
る
労
働
力
の
分
析
と
対
策
瀬
戸
市
開
発
計
闘
調
査
報
告
昭
和
三
九
年

(
8
)

川
崎
敏
北
陸
地
方
に
お
け
る
若
年
労
働
力
の
地
域
的
流
動
型
態
人
文
地
理
第
七
巻
一
号
附
和
四

O
年

(
9
)
川
崎
敏
一
宮
機
業
に
お
け
る
労
働
力
吸
引
間
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
市
郎
学
園
短
期
大
学
関
学
記
念
品
叢
昭
和
四

O
年

(
刊
)
川
崎
敏
工
業
地
域
の
労
働
力
と
労
働
構
造
現
代
社
会
と
地
理
学
分
担
執
筆
大
明
堂
昭
和
四

O
年

(
孔
)
川
崎
敏
労
働
条
件
か
ら
み
た
旭
町
の
工
業
労
働
力
と
開
発
計
画
愛
知
県
東
春
日
井
郡
旭
町
開
発
計
画
織
告
書
問
和
四
一
年

(
ロ
)
川
崎
敏
中
部
聞
に
お
け
る
若
年
労
働
力
需
給
の
地
域
的
考
察
市
郎
学
園
短
期
大
学
人
文
科
学
論
集
第
五
日
勺
昭
和
四
四
年

(
円
以
)
川
崎
敏
中
部
閤
労
働
市
場
に
お
け
る
高
校
新
卒
者
需
給
の
地
域
構
造
市
郎
学
関
短
期
大
学
人
文
科
学
論
集
第
六
号
昭
和
四
四
年

な
お
、
本
論
は
昭
和
田
六
年
四
月
二
日
、
専
修
大
学
生
田
校
舎
に
お
け
る
歴
史
地
理
学
会
で
発
~
示
し
た
も
の
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

転

出

量

の

変

容

中
学
新
卒
者
の
転
出
量
(
地
域
間
移
動
量
)

の
変
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
再
び
指
数
で
み
る
と
三
六
年
を
一

O

O
と
し
て
三
八
年
に
は
一
一
一
一
八
、

四
四
年
に
は
六
四
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
全
就
職
と
比
較
す
れ
ば
、
全
就
職
者
の
三
六
年
の
一

0
0
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は
、
一
二
八
年
に
は
一
三
九
、

四
四
年
に
は
六
九
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
三
八
年
以
後
は
減
少
し
て
い
る
が
、
県
内
(
都
道
府
を
合
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む
。
以
下
同
じ
)
就
職
者
よ
り
も
県
外
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
就
職
者
の
減
少
が
は
な
は
だ
し
い
白
)
。

こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
と
、
三

O
O
O人
以
上
も
県
外
に
転
出
し
た
県
は
、
三
六
年
に
は
東
北
六
県
と
茨
城
・
千
葉
・
新
潟
・
長
野
・

島
収
・
山
口
・
愛
媛
の
諸
県
と
佐
賀
県
を
除
い
た
九
州
六
県
で
合
計
一
九
県
で
あ
っ
た
が
、

九
年
の
新
卒
者
の
ピ

i
ク
時
に
は
東
北

高校県外就I蛾

~、。プιー。¥¥

〆¥h

If~校全!沈Ifjl\;
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中学高校新卒者の就職指数 (36年を100として)
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第 1図

H{1干Ji34

県外就職有力県の推移(道を含む)

38 年!
2，700 

6，072 

5，673 

8，558 

8，014 

8，277 

13，650 

年

5，449 

4，040 

3，862 

3，635 

5，575 

4，242 

4，052 

7，959 

44 年

1，298 

3，815 

3，962 

6，102 

5，879 

6，101 

5，449 

9，974 

36 

第 1表

平日

道

森

手

品

崎

木

崎

島

海

昭

北

青

山

石

材

長

熊

日

鹿 11:-1 
ノし

昭和44年に3，000人以I二県道外に転出}した有力道県。

文市制2)の資料によって作成した。



六
県
と
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
千
葉
・
新
潟
・
長
野
・
岐
阜
・
島
根
・
山
口
の
諸
県
及
び
香
川
県
を
除
い
た
四
国
三
県
と
九
州
七
県
の
合

計
二
五
県
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
る
に
四
四
年
に
は
北
海
道
・
青
森
・
岩
手
・
福
島
・
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
一
道
七
県
に

減
少
し
た
。
す
な
わ
ち
三
六
年
に
比
し
て
三
八
年
は
、
新
卒
者
の
激
増
に
伴
っ
て
、
転
出
者
も
著
し
く
増
加
し
た
が
、

四
四
年
に
は
三
六

年
当
時
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
邑
)
。

す
な
わ
ち
、

四
四
年
の
有
力
な
県
外
転
出
県
は
本
邦
の
北
と
南
の
地
方
に
集
結
し
、

(第

し
か
も
北
海
道
を
除
い
て
弱
休
化
し
て
い
る

-
表
)
、

例
え
ば
一
ニ

0
0
0人
以
上
転
出
し
た
有
力
県
で
あ
っ
た
東
北
六
県
は
青
森
・
岩
手
・
福
島
の
三
県
の
み
と
な
り
、

ま
た
九
州
七

県
も
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
四
県
と
な
っ
た
。
ま
た
北
海
道
は
三
六
年
に
比
し
て
四
四
年
は
約
四
倍
増
加
し
て
い
る
が
、
其
他

本邦における若年労働力転出の地域的変容

の
七
県
は
青
森
県
が
僅
か
上
昇
し
て
い
る
の
み
で
、
其
他
の
県
は
減
少
し
て
い
る
。
特
に
福
島
・
熊
本
・
鹿
児
島
三
県
の
減
少
が
は
な
は

だ
し
く
、
福
島
県
は
二
七
六
七
人
、
熊
本
県
は
一
八
五
二
人
、
鹿
児
島
県
は
二

O
一
五
人
減
少
し
た
。

三
六
年
に
は

A

(五、

0
0
0人
以
上
転
出
)
が
七
県
(
都
道
府
を
合
む
。
以

こ
れ
を
さ
ら
に
第
2
表
に
よ
っ
て
全
国
的
に
み
る
と
、

(二一、

0
0
0人
以
上

i
五、

0
0
0人
未
満
転
出
)
が
一
一
一
県
、

三
八
年
に
は
A
が
二
二
県
、

B
が
一
一
一
県
、

四
四
年

下
同
じ
)
、

B 

に
は

A
が
三
県
、

B
が
六
県
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
三
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
九
年
間
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
道
県
に
つ
い
て
調
べ
て

(
上
か
ら
三
六
・
三
七
年
:
:
:
四
四
年
の
順
。
以
下
同
じ
o
C
は
一
、

0
0
0人
以
上

i

み
る
と
、
北
海
道
は

C
C
C
B
A
B
B
B
A

三、

0
0
0人
未
満
)
、

青
森
県
は

B
A
A
A
A
A
B
B
B
、

岩
手
県
は

B
B
A
A
A
A
B
B
B
、
福
島
県
は

A
A
A
A
A
A
A
B
B
、

新
潟
・
熊
本
・
宮
崎
三
県
は

A
A
A
A
A
A
B
B
B
、
長
崎
・
鹿
児
島
両
県
は
全
部
A
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
北
海
道
は
九
年
間
に

C
↓

B

↓
A
と
変
化
し
、
青
森
・
岩
手
両
県
は

B
↓
A
↓
B
、
福
島
県
は
四
三
年
か
ら
A
が
B
と
な
り
、
新
潟
・
熊
本
・
宮
崎
三
県
は
四
三
年
か
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ら
A
が
B
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
長
崎
・
鹿
児
島
両
県
は
絶
対
数
は
減
少
し
た
が
、

A
階
級
を
持
続
し
て
い
る
。
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第 2表 県外就職者転出量の変容(都道府を含む)

|昭和361

1

37 I 38 39 40 I 41 42 I 43 I 44 

北岩青 海 道森手
C B A B B B 

B I A A A A A B B 
B B A A A A B B 

'Aーi; 城 B A A B B B 
:f:J， 田 B A A A I A B C C 

形 B B B B B C C C 
福 島 A A A A A A B B 

茨栃
木

B B B B B B B B 
C B B B C C C C 

Wr A馬 C C B C C C C C 

士千会 三五 C C C C C C C D 

J葉i~ B B B B B C C C 

東神奈川
E E E D D E E E 
C D D D D D E E 

新 潟 A A A A A A B B 
'J仁子臥T D C C D D E E E 

石福 111 D D D E E E E E 
井 D D D D D D D E 
梨 C C C C D D D D 

長
阜野

B B B B C C C C 
岐 C C l B C C C C C 

静一づくー
知|刊 C C " C C C D D D 

C F E E E F E F 

前賀普庫 c D E C 

C C C C C C C 

滋大Jj-1" 
C C C D D E E 
C C C D D D E 
G G G G F F G 

ノ任、 C C C C C C D 
メ/J、ミ 良 D C C D D E E E 
歌手日 1LI C C C C C C D D 

鳥島 取J畏
C C I C C C C D E 
B B I A B B B C C 

岡 111 C C C C C D D E 
丘、 島 C C C C C D D E 
I.lJ 口 B B B B B C C C 

徳 島 C B B B B C C C 
呑 }II C C C C C C D D 

高愛 媛知1 
B A A A B B B B 
C B B B B B C C 

名高

本阿賀崎

B B A A A B B C 
V己 C B B B B C C C 
長 A A A A A A A A 

A A A A A A B B 
大 分 A B I B B A C C C 

鹿宮 児 崎島
A A A B B 
A A A I A A I A ! A A 

Afx5，000人以/::， Bは3，000人以上， Cは1，000人以1::， Dは500人以上，

Eは200人以上， Fは100人以上， Gは100人未満。

文献(2)の資料によって符号別に分類作成した。

A 
B 
B 
C 
C 
C 
B 

C 
D 
D 
D 
C 
E 
E 

B 
E 
E 
E 
E 
C 
C 
D 
E 

C 
E 
E 
G 
D 
E 
D 

E 
C 
E 
E 
C 

C 
D 

C 
C 
A 
B 
C 
B 
A 



其
他
か
つ
て
の
県
外
転
出
の
有
力
県
(
二
一
六
年
に

A
ま
た
は

B
)
で
あ
っ
た
宮
城
県
は

B
A
A
A
A
B
B
B
C
、
秋
田
県
は

B
A
A
A

A
B
C
C、
山
形
・
千
葉
・
山
口
三
県
は

B
B
B
B
B
C
C
C
C
、
茨
城
県
は

B
B
B
B
B
B
B
B
C
、
新
潟
県
は

A
A
A
A
A
A
B
B

B
、
長
野
県
は

B
B
B
B
c
c
c
c
c
c
、
島
根
県
は

B
B
A
B
B
B
C
C、
愛
媛
県
は

B
A
A
A
B
B
B
B
C
、
福
岡
県
は

B
B
A
A

A
B
B
C
C
、
大
分
県
は

A
B
B
B
A
C
C
C
C
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
秋
田
・
島
根
・
愛
媛
・
福
岡
四
県
は
変
化
が
は
げ
し
く
、

B
↓
A
↓

B
↓

C
、
大
分
県
も
A
↓
B
↓
A
↓

C
と
変
化
が
は
げ
し
い
。
そ
し
て
山
形
・
千
葉
・
山
口
三
県
は
四
一
年
か
ら
B
↓

C
、
茨

城
県
は
四
四
年
に

B
↓

C
、
新
潟
県
は
四
二
年
か
ら

B
↓

C
、
長
野
県
は
四

O
年
か
ら

B
↓

C
と
な
っ
て
い
る
白
〉
。

ま
た
三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
し
て
符
号
に
よ
る
変
化
を
み
る
と
、
上
昇
塑
が
一

(
北
海
道
)
現
状
維
持
型
一
一
、
下
降
型
が
三
四
と

本邦における若年労働力転出の地域的変容

な
っ
て
い
る
。
現
状
維
持
型
は
青
森
・
岩
手
両
県
で

B
↓
B
、
東
京
都
E
↓

E
、
岐
阜
・
二
一
重
・
徳
島
・
高
知
・
佐
賀
諸
県
C
↓
C
、
大

阪
府
G
↓

G
、
長
崎
・
鹿
児
島
町
県
A
↓
A
で
あ
る
o

ま
た
下
降
型
の
う
ち
二
段
階
も
下
降
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
神
奈
川
県
が

C
↓

E
、
山
梨
・
愛
知
・
京
都
・
鳥
取
・
岡
山
・
広
島
諸
府
県
C
↓
E
、
大
分
県
A
↓

C
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
傾
向
と
し
て
は
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て

B
↓

A
、
C
↓

B
i
-
-
:
:
と
い
う
よ
う
に
一
段
階
づ
っ
上
昇
し
た
も
の
が
多

く
、
三
八
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
は
、
そ
れ
が
逆
転
し

A
↓
B
、
B
↓

C
i
-
-
;
:
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
東
京
・
大
阪
・
愛
知
の
三
大

労
働
市
場
の
都
府
県
は
、
転
出
が
少
な
い
が
東
京
都
は

E
↓

D
↓
E
、
大
阪
府
は

G
↓

F
↓

G
、
愛
知
県
は

C
↓

F
↓

E
↓

F
↓
E
と
変

化
、
が
は
げ
し
い
。
尤
も
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
転
出
絶
対
数
の
階
級
の
分
け
方
に
よ
っ
て
異
な
る
、
が
、
大
勢
は
同
じ
と
み
ら
れ
る
。
し
か

し
符
号
に
よ
る
階
級
の
変
化
以
外
に
、
実
数
に
つ
い
て
み
る
と
β
u
現
状
維
持
型
の
一
一
府
県
の
う
ち
青
森
県
と
大
阪
府
が
僅
か
上
昇
し

た
の
み
で
、
其
他
は
何
れ
も
下
降
し
て
い
る
。
よ
っ
て
四
六
都
道
府
県
を
分
類
し
て
み
れ
ば
、
上
昇
型
は
三
、
下
降
型
は
四
三
と
な
る
。
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転
出
者
の
絶
対
数
は
そ
の
都
道
府
県
の
人
口
数
に
も
よ
る
が
、

そ
の
多
寡
は
必
ず
し
も
人
口
数
と
は
正
比
例
し
な
い
。
そ
れ
は
東
京
・
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大
阪
・
愛
知
の
都
府
県
の
転
出
者
数
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
若
干
の
県
を
抽
出
し
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
昭
和
三
五
年
の

人
口
に
よ
っ
て
、
翌
年
春
卒
業
し
た
三
一
六
年
三
月
の
転
出
者
を
、
県
人
口
一
四
O
万
人
以
上
一
五
O
万
人
未
満
の
青
森
・
岩
手
・
コ
一
東
三

県
に
つ
い
て
は
、
青
森
・
岩
手
両
県
は

B
、
三
重
県
は

C
で
あ
る
。

ま
た

一
五
O
万
人
以
上
一
六
O
万
人
未
満
の
栃
木
・
昨
馬
両
県
は

c、
愛
媛
県
は

B
で
あ
り
、

一
六
O
万
人
か
ら
一
七
O
万
人
未
満
の
岡
山
・
山
口
両
県
は
岡
山
県
は

C
、
山
口
県
は

B
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
県
を
四
四
年
と
比
較
す
る
と
、
県
人
口
は
大
き
な
変
化
が
な
い
が
、
栃
木
・
群
馬
両
県
は

C
↓

D
、
愛
媛
・
山
口
同

県
は

B
↓

C
、
岡
山
県
は

C
↓

E
と
変
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
青
森
・
岩
手
・
二
三
皇
三
県
は
符
号
、
が
変
化
し
て
い
な
い
。

次
に
県
外
(
都
道
府
を
今
川
む
。
以
下
同
じ
)
転
出
者
と
そ
の
県
(
都
道
府
を
合
む
。
以
下
同
じ
)

の
人
口
に
対
す
る
比
で
み
る
と
、
第

3
表
の
如
く
昭
和
三
六
年
に
お
い
て
最
も
高
い
と
こ
ろ
は
、
群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
三
県
の

0
・
二
七
%
、
次
が
秋
田
県

0
・
二
六
%
、
山

梨
県

0
・
二
五
%
、
山
形
県

0
・
一
九
%
、
岩
手
県

0
・
一
八
%
、
栃
木
・
福
井
・
兵
庫
三
県

0
・
二
ハ
%
、
香
川
・
宮
崎
両
県

0
・一

五
%
、
宮
城
・
茨
城
・
岡
山
・
長
崎
・
熊
本
五
県

0
・
一
四
%
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
京
都
に
近
い
詳
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
山
梨
の
四
県

が
古
同
く
、
次
い
で
東
北
地
方
の
秋
田
・
山
形
・
岩
手
三
県
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
四
四
年
の
県
外
転
出
者
は
、
最
も
高
い
の
が
鹿
児
島
県
の

0
・
四
五
男
、
次
が
宮
崎
県
の

0
・
三
七
形
、
長
崎
県

0
・一二

四
話
、
高
知
県

0
・
三
一
万
、
青
森
・
岩
手
両
県

0
・
二
八
%
、
熊
本

0
・
二
四
%
、
島
根
、
徳
島
両
県

0
・
二
三
%
、
秋
田
県

0
・二

O
%
、
福
島
県

0
・
一
八
%
、
佐
賀
・
愛
媛
両
県

0
・
一
七
%
、
大
分
県

0
・
一
五
%
、
新
潟
県

0
・
一
四
%
、
宮
城
県
O
一
・
三
%
、

広
島
県

0
・
一
二
形
、
山
形
・
茨
城
両
県

0
・
一
一
%
、
山
口
県
と
北
海
道

0
・
一
O
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
三
六
年
と
四
四
年

を
比
較
す
る
と
、
人
口
に
対
す
る
転
出
比
が
訪
日
し
く
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
六
年
は
東
京
周
辺
が
高
く
、
次
い
で
東
北
地
方
で
あ

っ
こ
守
道
、

T
カ

凶
四
年
は
九
州
や
四
国
南
部
の
鹿
児
島
・
宮
崎
・
長
崎
・
高
知
諸
県
が
上
位
を
占
め
、
次
い
で
東
北
地
方
の
青
森
・
岩
手
両
県
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第3表人口に対する県外転出比(%)

昭和| 36 44 
11 

昭和| 36 44 

北海道 0.01 0.10 滋賀 0.01 0.02 

育森 0.08 0.28 京 都 0.04 0.01 

岩 手 0.18 0.28 大阪 0.00 0.00 

宮城 0.14 0.13 兵庫 O. 16 0.02 

秋田 0.26 0.20 奈良 0.05 0.03 

山形 0.19 0.11 和歌山 0.01 0.07 

福島 O. 12 O. 18 

鳥取 0.13 0.07 

茨城 O. 14 0.11 島根 O. 10 0.23 

栃木 O. 16 0.05 岡山 O. 14 0.02 

群馬 0.27 0.03 広島 0.03 O. 12 

埼玉 0.27 0.02 111 口 0.02 O. 10 

千葉 0.27 0.04 

東京 0.00 0.00 徳島 0.03 0.23 

神奈川 O. 13 0.01 香 川 O. 15 0.05 

愛媛 O.ll 0.17 

新潟 0.07 O. 14 高 知 0.11 0.31 

富山 0.10 0.02 

石川 0.12 0.04 福 岡 0.02 0.06 

福井 O. 16 0.05 佐賀 0.08 0.17 

山梨 0.25 0.06 長崎 O. 14 0.34 

長野 0.07 0.06 熊 本 O. 14 0.24 

岐阜 O. 13 0.06 大 分 0.08 O. 15 

静岡 1. 09 0.02 宮崎 0.15 0.37 

愛知 0.01 0.00 鹿児島 0.06 0.45 

三 重 | 0.10 0.07 

昭和35年の人口に対してお年の比を， 43年の人口に対して44年の比を求

めた。小数点 2位未満は切りすてた。
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と
な
り
、
秋
田
・
山
形
両
県
は
比
較
的
低
く
な
っ
て
き
た
。

次
に
注
目
す
べ
き
は
人
口
に
対
す
る
県
外
転
出
比
が
、

三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
し
て
、
向
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
低
下
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
県
外
転
出
が
全
国
的
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
比
率
も
低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

一
九
県
が
向
上
し
て
い

る
。
北
海
道
や
青
森
を
除
い
て
、
県
外
転
出
の
絶
対
数
が
減
少
し
て
も
、
そ
の
県
の
人
口
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
向
上
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
生
じ
て
い
る
。
北
海
道
や
青
森
・
滋
賀
・
広
島
・
福
岡
四
県
は
人
口
が
増
加
し
て
比
率
が
向
土
し
、
そ
の
他
の
一
四
県
は
人
口
が
減
少

し
て
比
率
が
向
上
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
海
道
や
青
森
・
法
賀
・
広
島
・
福
岡
四
県
は
人
口
増
加
に
伴
う
比
率
の
向
上
、
そ
の
他
の
一

四
県
は
人
口
減
少
に
伴
う
比
率
の
向
上
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
四
県
は
岩
手
・
福
島
・
新
潟
・
島
根
・
山
口
・
徳
島
・
愛
媛
・
高
知
・
佐

賀
・
長
崎
・
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
諸
県
で
あ
る
。

註

(
日
比
)
高
校
新
卒
者
の
県
外
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
転
出
者
は
三
六
年
を
一

O
Oと
し
て
、
四
四
年
に
は
二
二
三
と
な
っ
て
お
り
、
全
就
職

者
は
三
六
年
を
一

O
Oと
し
て
、
四
四
年
に
は
一
二
六
と
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
高
校
新
卒
者
の
一
二
、

0
0
0人
以
上
、
県
外
へ
転
出
し
た
県
は
三
六
年
に
は
秩
田
・
福
島
・
群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・
兵
庫
の
七
県
で

あ
っ
た
が
、
四
四
年
に
は
北
海
道
・
青
森
・
岩
手
・
秋
田
・
山
形
・
福
島
諸
県
と
東
京
を
除
く
関
東
六
県
と
新
潟
・
岐
阜
・
静
岡
・
三
重
・
兵
庫

・
長
崎
諸
県
の
一
道
一
七
県
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
中
学
と
相
反
す
る
。
中
学
新
卒
者
は
三
六
年
か
ら
四
四
年
は
、
一
九
県
か
ら
一
道
七
回
開
に

減
少
し
た
が
、
高
校
新
卒
者
は
七
県
か
ら
一
道
一
七
県
に
増
加
し
た
。
し
か
も
中
学
新
卒
者
は
四
四
年
に
五
、

0
0
0人
以
上
転
出
し
た
道
県
は

北
海
道
と
長
崎
・
鹿
児
島
両
県
の
み
で
あ
る
が
、
高
校
新
卒
者
は
北
海
道
と
秋
田
・
福
島
・
茨
城
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
諸
県
に
及
ん
で
い

る
。
高
校
新
卒
者
も
資
料
(
2
)
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
校
の
場
合
は
『
職
業
安
定
機
関
扱
い
』
の
み
と
記
し
て
あ
る
。

(
M
m
)

高
校
新
卒
者
の
四
四
年
に
五
、

0
0
0人
以
上
、
県
外
へ
転
出
し
た
県
の
変
容
を
三
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で
を
み
る
と
、
北
海
道
は
E
C
C
C



B
B
B
A
A
(
J
か
ら
一
一
て
ハ
・
一
二
七
年
・
:
・
凹
四
年
。
ね
ロ
乃
の
階
級
は
中
学
と
同
じ
)
秋
田
県
は
B
B
B
C
B
A
B
A
A
、
福
島
県
は
全
部
A
、

次
城
県
は
C
C
C
C
B
A
A
A
A
、
埼
玉
県
は
A
A
A
B
A
A
A
A
A
、
千
葉
県
は
A
A
B
B
A
A
A
A
A
、
神
奈
川
は
B
A
B
B
A
A
A
A
A

兵
庫
県
は
全
部
A
で
あ
る
。
中
学
と
比
較
す
る
と
、
中
学
新
卒
者
の
減
少
に
対
し
て
、
高
校
新
卒
者
は
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
高

校
新
卒
者
は
、
県
内
・
m
m
外
の
総
就
職
は
四
一
年
が
ピ
l
ク
、
県
外
就
職
は
四
三
年
が
ピ
l
ク
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
県
外
就
職
者
の
減
少

は
全
就
職
者
の
減
少
よ
り
、
や
や
お
く
れ
て
現
わ
れ
た
が
、
共
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
(
第
1
図
参
照
)

0

(
げ
)
符
号
に
よ
る
現
状
維
持
型
を
、
実
数
で
の
変
化
を
み
る
と
青
森
県
は
三
八
一
冗
↓
四

O
四
O
、
岩
手
県
三
九
六
二
↓
三
八
六
回
、
東
京
都
四
二

一
↓
三

O
八
、
岐
阜
県
二
五
二
九
↓
一

O
二
三
三
重
県
一
五
六
一
↓
一

O
六
O
、
徳
島
二
六
一
一
二
↓
一
八
三
五
、
高
知
県
二
五
二
五
↓
二

O
四

七
、
佐
賀
県
二
五
五
一
↓
一
四
六
九
、
大
阪
府
二
一
二
↓
八
O
、
長
崎
県
五
八
七
九
↓
五
五
七
五
、
鹿
児
島
九
九
七
四
↓
七
九
五
九
で
あ
る
。

本邦における若年労働力転出の地域的変容

残

出

の

変

'*" 合

県
内
就
職
(
残
)

と
県
外
就
職
(
山
山
)

の
関
係
(
都
道
府
を
合
む
。
以
下
同
じ
)
を
み
る
と
、
昭
和
三
六
年
は
三
二

7
0万
人
(
一
、

0
0
0人
未
満
四
捨
五
入
)
就
職
の
う
ち
県
内
就
職
は
五
八
・
八
%
、
県
外
就
職
は
四
一
・
二
%
で
あ
っ
た
が
、
一
二
八
年
の
ピ

1
ク
時
に

は
四
五
・
九
万
人
就
職
の
う
ち
、
県
内
就
職
は
六
二
・
七
%
、
県
外
就
職
は
三
七
・
三
%
、

四
四
年
に
は
二
二
・
八
万
人
就
職
の
う
ち
、

県
内
就
職
は
六
四
・
七
%
、
県
外
就
職
は
三
五
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
残
出
関
係
は
三
六
年
は
一
七
・
六
%
の
差
で
残
が
多

い
が
、
三
八
年
に
は
二
一
二
・
二
%
の
走
で
残
が
多
く
、

四
四
年
に
は
二
九
・
四
厄
の
差
で
残
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
漸
次
県
内
就
職
者
の

比
率
が
大
と
な
り
、
県
外
転
出
者
の
比
率
が
低
く
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
を

A
(全
就
職
者
の
八
O
%
以
上
が
残
、
ま
た
は
出

)
B
(七
O
%
以
上
)

C
(
五
O
%
以
上
)

D
(
三
O
%
)
E
(
一
O
%
以

上
)
F
(
一O
%
未
満
)

に
よ
っ
て
都
道
府
県
別
に
集
計
し
て
み
る
と
、
三
六
・
二
一
八
・
四
四
年
の
変
化
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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第4表 県内・県外就職者比率の変容(都道府を含む)

B(Jι口J Ll相書諜和号計l1判 l一一一一一一一一一一一一一一ム豆並笠笠笠豆並笠笠E旦旦千一ム

内 外 内 外 内 外 内 外 内外内外内外

北海道 AE AE AE BE BE BE BE BE CD 
岩干j

ォ4タ-長 EB EB EB DC DC DC DC DC DC 
子 EB DB DC DC DC DC DC DC DC 

7~コr 城 DC DB DC DC DC DC CD CD CD 

秋楕LU 
田 EA EA EB EB EA DC EB DC DC 
形 DC DC DC DC DC DC CD CD CD 
.Jf1j DC DC DC DC DC DC CD CD CD 

茨栃
城 CD CD CD CD CD CD CD CD CD 
オミ CD CD CD CD CD CD BE AE AE 

Jl:r. ，馬 BE BE BE BE BE BE BE BE AE 
士千奇 壬. BE BE BE AE AE AE AE AE AE 

葉 CD CD CD CD BD BE BE BE BE 

東神 奈 京川
AF AF  AF AF  AF AF  AF  AF AF  
AE AF  AF AF AF AF AF  AF AF 

新 潟 DC DC CC CD CC CD CD CD CD 
富 tll BE BE BE AE AE AE AE AE AE 

石品h )井梨11 
AE AE AE AF AE AE AE AE AE 
BE AE AE AE AE BE AE AE BE 
CD CD CD CD BE BE BE BE BE 

由長主 聖阜子 CD CD CD CD BD BE BE BE BE 
CD CD BE BE BE BE BE BE AE 

愛静 知|而j AE AE AE AE AE AF CD AF  AF  
BF AF AF AF AF AF AF AF  AF  

重 BE BE BE BE BE BE BE AF  BE 
滋 賀 BE BE BE BE AE AE AE AE AE 
A一寸、 都 AE BE AE AE AE AE AE AE AE 
大 阪 AF AF AF  AF  AF AF AF AF  AF  

奈兵 序ー AE AE AE AE AF AE AE AE AF  
良 DC CC CD CD CD BE BE BE BE 

和歌山 CD CC CD CD CD CD CD CD CD 
，τ当、v 取 EB EB DC DC DC DC CD CD CD 
島 J恨 EA EA EB EA EB DC DC DC DC 
Ih¥j LU BE BE BE BD BE AE AE AE AE 
広 島 BE AE AE AE AE AE AE AE AE 
111 口 DC DC DC DC DC DC DC DC DC 

徳香
島 DC DC DC DC DC DC DC DC DC 
JII DC DC CD CD CD CD CD CD CD 

愛 媛 DC DC DC DC DC DC DC CD CD 
日J 知 EA EA EB EB EB EB EB EB DC 

福

ふ賀崎凶ご

CD CD CD CD CD CD CD CD EB 
EB EA EB EB DC DC DC DC DC 

長 EA EA EA EA EA EB EB EB EB 
EA EA EA EA EB DC DC DC DC 

大 分 EA EB EB EB EB DC DC DC DC 

;鹿宮 児 崎島 FA EA EA EA EB EB DB EB DC 
FA FA FA FA FA EA EA EA EA 

Aは80%以上， B は70;r~j:)、じ Cは50%以 L Dは30%'以 ιEは10%

以上， Fは10%未満。
文献(2)の資料によって100分比を:1とめ，符号別に作成した。



三
六
年

三
八
年

四
四
年

県
外
就
職
者
(
出
)

A
B
C
D
E
F
 

8
4
9
8
日
3

4
6
9
9
H
4
 

J
1
0
6
1
 

一

一

4

4

・4
4
1
1
1
1
6

、

県
内
就
職
者
(
残
)

A
B
C
D
E
F
 

8
9
8
9
m
z
 

u
7
m
8
9
1
 

M
M
6
m
U
3
0
 

、ーーーーーー~一一一一一一ーー"

数
~守

ヲー

~ì. 
都
道
府
県
の
合
計
数
を
71、
す

三
六
年

三
入
年

四
四
年

こ
の
よ
う
に

A
階
級
は
出
は
減
少
、
残
は
増
加
し
、

E
F
階
級
は
出
は
増
加
、
残
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
八

O
%以
上
の

A
を
四
六
都
道
府
県
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
六
年
は
残
八
・
出
八
で
あ
っ
た
が
三
八
年
に
は
残
一
一
・
出
四
、

四
四
年
に
は
残
一
六
・
出

一
と
な
っ
て
、
残
が
増
加
、
出
が
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に

A
の
出
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
六
年
に
は
秋
田
・
島
根
・
高
知
・
長
崎
・
熊

本邦における若年労働力転出の地域的変容

本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
八
県
で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
に
は
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
四
県
と
な
り
、

四
四
年
に
は
鹿
児
島

一
県
の
み
と
な
っ
た
。

ま
た
全
国
的
に
、
一
二
六
・
二
一
八
・
四
四
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
北
海
道
の
み
は
出
が

E
↓

E
中

D
、
残
が
A
↓
A
↓
C
と
な
っ
て
、

出
の
割
合
が
増
加
し
、
残
の
剖
合
が
減
少
し
て
い
る
が
、
其
他
は
現
状
維
持
か
出
が
減
少
、
残
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
三
六

年
と
四
四
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
出
は
上
昇
一
、
現
状
維
持
一
九
、
下
降
二
六
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
の
み
上
昇
、
東
北
地
方
は
全

部
下
降
、
関
東
地
方
は
茨
城
・
群
馬
・
埼
玉
の
三
県
と
東
京
都
の
現
状
維
持
を
除
い
て
下
降
、
中
部
地
方
は
富
山
・
石
川
・
福
井
・
愛
知

を
除
い
て
下
降
、
近
畿
地
方
は
現
状
維
持
が
多
く
、
奈
良
県
の
み
が
下
降
、
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
は
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
徳
島
・

鹿
児
島
の
四
県
が
現
状
維
持
で
他
は
下
降
し
て
い
る
。

残
は
上
昇
三
一
、
現
状
維
持
一
四
、
下
降
ー
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
的
に
は
北
海
道
の
み
が
下
降
、
東
北
六
県
は
全
部
上
昇
、
関
東
地
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方
は
茨
城
・
神
奈
川
の
二
県
と
東
京
都
の
現
状
維
持
を
除
い
て
上
昇
、
中
部
地
方
は
石
川
・
福
井
・
静
岡
三
県
の
現
状
維
持
を
除
い
て
上



1::;0 

昇
、
近
畿
地
方
は
滋
賀
・
奈
良
両
県
が
上
昇
、
其
他
は

現
状
維
持
、
中
国
・
四
国
は
山
口
・
徳
島
両
県
の
現
状

維
持
を
除
い
て
上
昇
、
九
州
は
長
崎
県
の
現
状
維
持
を

除
い
て
上
昇
し
て
い
る
。
東
北
地
方
と
中
国
・
四
国

昭和36・38・44年における残出の変容

九
州
地
方
の
県
内
就
職
の
上
昇
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
県
外
転
出
の
減
少
を
今
少
し
詳
し
く
調
べ
て

み
る
と
、

A
↓

B
が
高
知
・
長
崎
両
県
、

A
↓
C
が
秋

旧
・
島
根
・
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
五
県
、

B
↓

C
が
青

森
・
岩
手
・
佐
賀
三
県
、

B
↓

D
が
鳥
取
県
、

C
↓

D
 

が
宮
城
・
山
形
・
福
島
・
新
潟
・
香
川
・
愛
媛
六
県
、

C
↓

E
が
奈
良
県
、

D
↓

E
が
栃
木
・
千
葉
・
山
梨

D
↓

F
な
し
、

長
野
・
岐
阜
五
県
、

E
↓

F
が
神
奈
川

第2図A

-
静
岡
・
兵
庫
三
県
と
な
っ
て
お
り
、

A
↓

C
、
B 
↓ 

D
、
C
↓

E
と
二
階
級
も
下
降
し
た
も
の
、
が
七
県
あ

る
。
こ
れ
が
秋
田
・
奈
良
・
兵
庫
・
島
根
・
熊
本
・
大

分
・
宮
崎
の
七
県
で
あ
る

a-珍
O

昭
和
三
六
年
を
基
点
と
し
て
、
一
二
八
年
と
四
四
年
の



/づグ(
~L一一一一 | 

第

2
同
凶

B

道

本邦における ~j年労働力転出の地域的変容

'1じ
I毎

第

2
凶
C 

151 

D
O
O
F
-
Y
 

e、
t-

c
c
c恥
喧

o 。。

。
恥
凹

0
0
0
 

G
O
O
F
-
w
 

o 
o 



152 

残
出
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
増
減
の
変
容
は
七
つ
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
。
付
残
出
共
増
(
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
向
っ
て
)
カ

ら
残
出
共
減
(
一
一
一
八
年
か
ら
四
四
年
に
向
っ
て
)
は
さ
ら
に

A
B
C
の
一
一
一
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

A
型
は
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
向
っ
て
残

出
と
も
平
均
し
て
上
昇
し
、
三
八
年
か
ら
四
四
年
に
向
っ
て
平
均
し
て
下
降
す
る
が
、
こ
れ
は
富
山
・
山
口
両
県
。

B
型
は
三
六
年
か
ら

三
八
年
に
向
っ
て
残
出
と
も
増
加
し
、
三
八
年
か
ら
四
四
年
に
向
っ
て
出
よ
り
も
残
に
傾
い
て
共
滅
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ

が
最
古
多
く
、
宮
城
・
秋
田
、
山
形
・
福
島
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
新
潟
・
長
野
・
岐
阜
・
滋
賀
・
兵
庫
・
奈
良
・
和
歌
山
・

鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
広
島
・
香
川
・
愛
媛
・
長
崎
・
大
分
・
宮
崎
の
二
五
県
に
及
ん
で
い
る
。

C
型
は
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
向
っ
て

残
出
と
も
増
加
し
三
八
年
か
ら
四
四
年
に
向
っ
て
、
残
よ
り
出
に
偏
し
っ
て
共
滅
す
る
も
の
で
、
茨
城
・
三
重
・
高
知
・
福
岡
の
四
県
が

あ
る
。
尤
も
図
2
が
示
す
よ
う
に
残
出
共
増
か
ら
残
出
共
減
に
向
っ
て
画
く
角
度
は
、
鋭
角
の
場
合
と
鈍
角
の
場
合
が
あ
る
。

。
残
出
共
増
か
ら
残
減
出
増
は
北
海
道
の
み
で
、
こ
の
よ
う
な
形
態
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
北
海
道
は
若
年
労
働
力
転
出
の
特
殊
型
と

み
ら
れ
る
。
伺
残
出
共
増
か
ら
残
増
出
減
は
青
森
・
岩
手
・
佐
賀
・
熊
本
の
四
県
で
、
本
邦
の
北
と
南
に
現
わ
れ
て
い
る
。
帥
残
出
共
増

か
ら
残
停
出
減
は
鹿
児
島
県
で
、
本
邦
の
最
南
端
に
の
み
見
ら
れ
る
。
同
残
増
出
減
か
ら
残
減
出
停
は
愛
知
・
神
奈
川
両
県
。
付
残
増
出

停
か
ら
残
出
共
減
は
福
井
・
石
川
・
山
梨
・
静
岡
・
京
都
五
府
県
、
的
残
増
出
停
か
ら
残
減
出
停
は
東
京
都
と
大
阪
府
で
、
倒
的
伯
は
木

邦
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
み
に
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
ゃ
や
タ
イ
プ
は
異
な
る
が
残
出
共
増
か
ら
残
出
共
減
は
三
二
県
で
、
全
体
の
六
七
%
を
占
め
、
そ
の
う
ち
付
の

B
型
が
最
も

多
く
、
二
五
県
に
及
び
地
域
的
に
も
普
遍
的
に
分
布
し
て
い
る
。
同
帥
の
タ
イ
プ
は
東
北
地
方
の
青
森
・
岩
手
両
県
と
九
州
の
佐
賀
・
熊

本
・
鹿
児
島
三
県
の
辺
縁
地
方
。
伺
の
タ
イ
プ
は
神
奈
川
・
愛
知
。
的
の
タ
イ
プ
は
福
井
・
石
川
・
山
梨
・
静
岡
四
県
の
如
く
、
中
部
地

方
と
京
都
府
。
的
は
東
京
・
大
阪
と
い
う
大
都
市
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
。
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(
凶
)
昭
和
三
六
年
に
県
外
転
出
が
A
階
級
(
八
O
U
P
以
上
一
)
に
属
し
て
い
る
県
は
四
四
年
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
県
八

四
↓
六
四
%
、
島
根
県
八
二
↓
六
一
%
、
高
知
県
八
二
↓
七
五
%
、
長
崎
県
八
二
↓
七
五
%
、
熊
本
県
八
三
↓
六
一
%
、
大
分
県
八
O
↓
六
八
%

宮
崎
県
九
一
↓
六
九
%
、
鹿
児
島
県
九
四
↓
八
七
、
%
と
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
三
六
年
に
B
階
級
(
七
O
V
F
)
以
上
は
青
森
県
七
四
↓
五
八
%
、

岩
手
県
七
三
↓
五
九
%
、
鳥
取
県
七
四
↓
四
一
%
、
佐
賀
県
七
七
↓
五
三
%
と
な
り
、
鳥
取
県
の
低
下
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
県
外
転
出
の
符
号
が
現
状
維
持
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
茨
城
県
は
三
九
↓
三
四
%
、
詳
馬
県
二
八
↓
一
七
%
、
埼
玉
県
二
七
↓
一
一

%
、
東
京
都
二
↓
五
%
、
富
山
県
二
一
↓
一
三
%
、
石
川
県
一
九
↓
一
七
%
、
福
井
県
二
二
↓
一
一
一
%
、
愛
知
県
一
↓
二
%
、
三
重
県
二
六
↓
二

九
%
、
滋
賀
県
二
六
↓
一
三
%
、
京
都
府
一
八
↓
一
五
%
、
大
阪
府
0
・
二
↓
一
%
、
兵
庫
県
一
四
↓
九
%
、
和
歌
山
県
三
九
↓
二
一
三
、
%
、
岡
山

県
二
八
↓
一
五
%
、
広
島
県
二
一
↓
一
一
%
、
山
口
県
六
O
↓
五
二
%
、
徳
島
県
六
=
一
↓
五
コ
一
%
、
鹿
児
島
県
九
四
↓
八
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
転
出
県
の
弱
体
化
の
例
と
し
て
、
三
八
年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
四
四
年
に
向
っ
て
二
階
級
も
低
下
し
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、

A
↓
C
が
宮
城

・
秋
田
・
島
根
・
愛
媛
・
福
岡
の
五
県
で
あ
る
。
有
力
な
転
出
県
が
弱
体
化
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
、
ま
た
B
↓
D
に
転
落
し
た
の
が
栃
木
・

群
馬
両
県
、

C
↓
E
が
富
山
・
山
梨
・
滋
賀
・
京
都
・
奈
良
・
鳥
取
・
岡
山
・
広
島
八
県
で
あ
る
。
京
浜
や
阪
神
の
周
辺
が
、
特
に
弱
体
化
が
は

な
は
だ
し
い
。

(
印
)
高
校
新
卒
者
の
県
内
県
外
就
職
の
関
係
を
一
O
O
分
比
で
み
る
と
、
七
O
%
以
上
県
外
へ
転
出
し
た
県
は
、
四
四
年
に
は
な
く
、
五

0
1七
O

%
未
満
が
、
岩
手
・
秋
田
・
福
島
・
埼
玉
・
奈
良
・
佐
賀
・
長
崎
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
九
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
県
の
三
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で

の
変
容
を
み
る
と
、
(
符
号
階
級
は
中
学
と
同
じ
)
岩
手
・
秋
田
・
福
島
・
埼
玉
四
県
は
全
部
C
、
奈
良
県
は

C
D
C
D
E
D
C
B
C
、
佐
賀
県

は
C
C
B
C
C
D
D
D
C
、
長
崎
県
は

C
C
C
C
C
D
D
C
C
、
宮
崎
県
は
C
B
B
B
C
C
D
C
C
、
鹿
児
島
県
は
A
A
B
B
B
A
D
A
C
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
的
に
一
道
六
県
を
抽
出
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
北
海
道
は
F
E
F
F
E
E
E
E
E
、
青
森
県
は

D
C
D
D
D
D
D
D
D
、

栃
木
県
は
全
部
D
、
新
潟
県
は
四
四
年
の
み

E
で
其
他
は

D
、
石
川
県
は
三
七
年
の
み

D
で
其
他
は
E
、
長
野
県
は
全
部
E
、
高
知
県
は

D
C
C

D
C
C
D
C
D
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
学
新
卒
者
が
県
内
就
職
に
対
し
県
外
就
職
の
比
率
が
一
般
に
減
少
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
高
校

新
卒
者
は
現
状
維
持
か
や
や
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
地
域
的
に
差
を
件
じ
て
い
る
が
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

153 
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四

其

の

他

の

変

容

男
女
別
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
六
年
に
お
け
る
県
外
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
就
職
者
総
数
は
一
三
万
人
で
あ
る
が
、
男
女
別

の
割
合
は
五
o
v
p対
五

O
Mで
伯
仲
し
て
い
る
。
し
か
し
三
八
年
に
は
一
七
万
人
の
う
ち
男
四
八
%
・
女
五
二
男
と
な
り
、

四
四
年
に
は

八
万
人
の
う
ち
男
四
一
%
・
女
五
九
%
と
な
っ
て
、
女
の
県
外
就
職
者
の
比
が
男
の
比
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
三
六
年
に
は
男
よ
り
女
を
多
く
県
外
に
出
す
県
は
一
一
一
一
府
県
で
、
神
奈
川
・
新
潟
・
富
山
・
長
野
・
岐
阜

-
静
岡
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
鳥
取
・
山
口
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
諸
府
県
で
、
北
海
道
や
東
北
地
方
は
皆
無
、
関
東
地
方
は
神
奈
川
、

四
園
地
方
に
な
く
、
九
州
地
方
は
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
の
み
で
あ
る
。
ほ
ぼ
男
女
が
相
半
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
山
梨
・
広
島
・
熊
本
三
県

其
他
は
男
が
多
く
三

O
県
に
及
ん
で
い
る
。

し
か
る
に
四
四
年
に
な
る
と
、
男
よ
り
も
女
の
県
外
転
出
が
多
く
な
り
、
二
六
県
に
及
び
三
六
年
に
対
し
逆
転
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

第 5表

136年 I44年

害計宮時城手

63 32 
57 36 
52 39 
54 35 

秋山 形田
56 38 
57 40 

福島 56 46 

茨栃詳 木馬城
53 47 
60 55 
59 56 

埼千 葉京玉
56 59 
56 54 

東神奈川
52 52 
43 46 

新富 潟山
40 33 
40 56 

石川 72 60 

福山長 梨野井
65 58 
51 60 
37 41 

岐阜 45 55 

静愛 知岡
46 58 
96 51 

長共 事産庫
59 60 
61 57 
40 69 
40 55 

兵奈 良
48 53 
64 62 

手口歌dJ 60 55 

鳥島附 取根111 

47 40 
36 41 
73 54 

広山 島口
50 36 
44 42 

徳香 島川
53 49 
61 61 

高愛 媛知
52 47 
47 41 

E長 崎ゐ里; 

54 48 
55 43 
45 32 

大熊 分
49 39 
52 40 

鹿宮児崎島
41 32 
36 33 

41 

資料(2)によって筆者が作成
L.rこ。

女に対する男の比(%)



北
海
道
・
東
北
六
県
・
茨
城
・
神
奈
川
・
新
潟
・
長
野
・
中
国
五
県
、

四
国
(
香
川
を
除
く
)
一
一
一
県
、
九
州
七
県
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ

伯
仲
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
愛
知
県
の
み
で
、
其
他
の
一
九
都
府
県
は
女
よ
り
男
、
が
多
い
(
m
v
o

男
女
転
出
の
多
寡
は
相
対
的
関
係
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
女
よ
り
も
男
の
進
学
率
の
向
上
が
一
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

初
任
給
の
地
域
差
は
地
域
間
移
動
を
起
す
要
因
と
な
る
。
若
年
労
働
力
の
不
足
は
必
然
的
に
初
任
給
の
上
昇
と
な
り
、
三
六
年
に
は
五

大
都
市
を
含
む
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
・
京
都
・
兵
庫
な
ど
の
都
府
県
が
、
何
れ
も
初
任
給
を
高
く
し
上
位
を
示
し
て
い
る
。
し
か
る
に

四
四
年
に
な
る
と
、
神
奈
川
・
奈
良
・
茨
城
・
栃
木
諸
県
の
順
で
上
位
に
位
し
、
大
阪
府
は
五
位
、
東
京
都
は
六
位
、
兵
庫
県
は
八
位
、

愛
知
県
は
二
二
位
、
京
都
府
は
二
二
位
と
な
っ
た
。
ま
た
四
四
年
に
は
石
川
・
静
馬
・
埼
玉
・
静
岡
・
岐
阜
・
滋
賀
・
富
山
・
一
二
電
な
ど

本邦における若年労働力転出の地域的変容

の
諸
県
を
始
め
、
二

0
1三
O
位
ま
で
が
上
昇
し
、
初
任
給
の
格
差
を
縮
め
て
い
る
。

三
六
年
に
は
ト
ッ
プ
の
東
京
に
対
し
、
二

O
位
の
岡
山
県
は
一
、
六

O
O円
の
差
も
生
じ
て
い
た
が
、

四
四
年
に
は
ト
ッ
プ
の
神
奈
川

に
対
し
、
二

O
位
の
富
山
県
は
一
、

幣
価
値
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
差
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
二
円
の
去
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
数
字
の
差
の
縮
少
よ
り
も
、
二
一
六
年
に
対
し
四
四
年
の
貨

ま
た
三

O
位
を
調
べ
て
み
る
と
、
三
六
年
の
三

O
伎
の
岡
山
県
は
ト
ッ
プ
の
東
京
都
に
対
し
二
、

O
九
五
円
の
差
で
あ
っ
た
が
、

四
四

年
に
は
ト
ッ
プ
の
神
奈
川
県
に
対
し
、
福
岡
県
は
二
、
三

O
二
円
の
去
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
貨
幣
価
値
か
ら
み
れ
ば
僅
か
の
差
で
あ

る
。
第
6
表
を
図
に
表
現
し
て
み
れ
ば
、
一
二
六
年
は
上
位
か
ら
下
位
に
向
っ
て
鋭
い
放
物
線
型
に
画
か
れ
る
が
、
四
四
年
は
カ
マ
ボ
コ
型

の
よ
う
な
形
を
画
き
、
三

O
位
ぐ
ら
い
ま
で
は
僅
か
の
差
で
接
続
し
て
い
る
。
し
か
し
四
四
年
に
な
っ
て
も
鹿
児
島
・
青
森
両
県
の
如
き

は
な
は
だ
し
い
格
差
を
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
最
下
位
の
青
森
県
は
、
上
位
の
神
奈
川
県
よ
り
も
八
、

は
、
判
然
と
し
て
上
位
と
は
、

七

155 

三
九
円
の
差
を
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
六
年
に
対
し
四
四
年
は
関
東
地
方
や
中
部
地
方
や
瀬
戸
内
地
方
の
上
昇
が
著
し
い
が
、
東
北
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初 任 給 の 地 域 差 の 変 容

36i:!三 44年
11 

36年 44年

東京 8，055 神奈川 21，753 
群愛 媛馬島

6，285 

鳥需山 取t 梨

20，257 
神奈川 7，825 奈良 21，532 6，250 20，250 I 
大 阪 7，805 茨城 21，506 

徳新 潟
6，210 20，232 

兵庫 7，490 
大栃 木阪

21，479 6，045 20，076 
京 都 7，355 21，464 北海道 6，030 愛媛 19，649 

愛知 7，305 東京 21，327 福岡 5，980 高知 19，468 
岐阜 7， 180 

広兵 庫島
21，304 

荷高鹿福児川知島島

5，960 

稿車新 語潟同
19，451 

千葉 7，070 21，201 5，850 19，368 
埼玉 7，055 1奇玉 21， 160 5，830 18，991 
静岡 7，030 千 葉 21，064 5，805 18，756 

滋 賀 6，910 滋賀 21，052 ι! 日 5，700 

大宮1休t海皇賀分城

18，662 
奈良 6，825 石川 21，032 ijj1( 5，645 18，599 
福井 6，785 愛知 20，935 鳥取 5，630 18，440 
茨城 6，690 長野 20，928 戸島; 崎根 5，580 18，426 
三重 6，685 i皮 E再 20，928 5，505 18， 139 

栃木 6， 645 三重 20，905 
岩111 形手

5，255 ILi 形 17，974 
手口歌iJJ 6，550 静岡 20，895 5，225 

岩熊秋 本手田
17，632 

寓山 6，545 !作) 20，727 佐賀 5，220 16，639 
LLi梨 6，500 香川 20，661 

大青 森分
5，205 15，744 

岡山 6，455 富山 20，561 5，050 長崎 15，731 

石川 6，450 
徳京 都島

20，546 熊本 5，030 
鹿i青Z児森士島b文

14，017 
長野 6，405 20，454 長崎 5，030 14，017 
広島 6，325 手口歌111 20，283 秋 田 4，910 13，606 

第 B表

資料(2)によって筆者が作成し， ヒ位からI1民々に配列した。 36年は男女別

のみ記してあったので、筆者が平均した。

地
方
や
九
州
地
方
は
一
部
の
県
を
除
い
て
上
位
と

の
格
差
が
判
然
と
し
て
著
し
い
五
百

転
出
の
方
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
北
海
道
を
除

い
て
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
暦

史
的
伝
統
と
縁
故
関
係
が
深
く
結
び
つ
き
、
強
力

な
誘
致
が
一
定
方
向
を
決
る
、

リ
ズ
ム
カ
ル
を
形

成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
北
海
道
は
道
外
転
出

が
三
六
年
に
比
し
て
四
四
年
に
は
、
飛
躍
的
に
転

出
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
転
出
範
囲
も
広
範

に
及
ん
で
い
る
。
三
六
年
に
北
海
道
か
ら
一
、

O

0
0人
以
上
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
は
な
く
、
東
京

部
の
み
が
六
七
五
人
で
最
高
で
あ
っ
た
が
、

四
四

年
に
は
愛
知
県
が
一
、

四
三
五
人
で
最
高
と
な

り
、
次
、
が
東
京
都
の
九
三
八
人
、
次
が
岐
阜
県
五

二
人
、
石
川
県
四

O
四
人
、
富
山
県
三
七
四
人

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
海
道
は
東
京
都
を

超
躍
し
て
東
海
地
方
や
北
陸
地
方
へ
浸
潤
し
て
き



ずこ

其
他
の
県
外
転
出
の
有
力
県
に
つ
い
て
み
る
と
青
森
県
は
北
海
道
と
よ
く
類
似
し
、
京
浜
地
方
と
北
陸
地
方
・
東
海
地
方
へ
集
中
、
福

島
県
は
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
千
葉
諸
都
県
へ
、
長
崎
県
は
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
諸
県
の
順
で
東
海
地
方
へ
、
高
知
県
は
大
阪

-
兵
庫
・
京
都
の
順
で
京
阪
神
へ
、

さ
ら
に
愛
知
・
岐
阜
両
県
へ
転
入
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
先
端
部
は
京
浜
地
方
へ
喰
込
み
そ
の
限

界
線
を
決
定
し
て
い
る
(
号
。

詮

本邦における若年労働力転出の地域的変容

(
却
)
高
校
新
卒
者
の
男
女
比
は
昭
和
三
六
年
は
男
六
一
%
・
女
三
九
%
で
あ
っ
た
が
、
四
四
年
は
男
四
九
%
・
女
五
一
%
と
な
り
、
女
が
や
や
多
く

な
っ
て
き
た
。
地
域
的
に
み
る
と
三
六
年
は
、
男
を
多
く
転
出
さ
せ
た
都
道
府
県
は
四

O
、
女
が
多
く
転
出
し
た
都
道
府
県
は
」
ハ
で
あ
る
。
女
の

多
か
っ
た
県
は
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
諸
県
の
東
京
周
辺
と
滋
賀
・
兵
庫
・
徳
島
諸
県
の
大
阪
周
辺
で
あ
る
。
八

O
一
%
以
上
も
男
を
転
出
さ
せ
た

と
こ
ろ
は
北
海
道
道
八
七
%
、
富
山
八
四
%
、
石
川
八
一
二
日
%
、
福
井
八
二
%
で
あ
っ
た
。
四
四
年
に
な
る
と
男
女
が
平
均
化
さ
れ
、
男
を
多
く
転

出
さ
せ
た
都
道
府
県
は
二
一
、
女
を
多
く
転
出
さ
せ
た
都
道
府
県
は
二
三
、
伯
仲
二
で
あ
る
。
青
森
・
高
知
両
県
の
如
き
は
男
女
ほ
ぼ
等
し
い
。

六
O
一
%
以
上
女
を
多
く
山
し
た
県
は
宮
城
・
山
形
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・
新
潟
・
滋
賀
・
兵
時
・
和
歌
山
・
山
口
・
徳
向
・
詐
川
・
受
媛
・

福
井
・
佐
貿
・
熊
本
・
大
分
諸
県
で
あ
る
。

(
幻
)
高
校
新
卒
者
の
初
任
給
も
地
域
格
差
が
少
く
な
っ
た
。
中
学
新
卒
者
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
あ
る
。

(
辺
)
地
域
的
に
お
も
な
岡
市
の
転
出
方
向
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
す
る
と
(
カ
ッ
コ
内
が
四
四
年
)
北
海
道
は
東
京
六
七
五

(
九
三
八
)
神
奈
川
一
一
八
(
山
八
五
)
埼
玉
七

O
竺
二

O
)
愛
知
一
三
七
(
一
、
四
三
五
)
静
岡
一
回
(
一
一
二
一
)
岐
阜
一

O
(五
一
二
一
)

三
重
二
一
(
八
四
)
石
川
七

C
(
四
O
四
)
福
井
五
九
(
七
八
)
沼
山
三
九
(
三
七
四
)
大
阪
一
六
(
一
八
一
一
)
兵
昨
O
(
二
二
)
で
南
関
東
・

東
海
・
北
陸
か
ら
阪
神
に
延
び
て
き
た
。
青
森
県
は
東
京
一
、
七
九
六
三
、
」
九
四
)
神
奈
川
四

O
七
(
六
三
七
)
千
葉
一

O
七

三

九

二

愛
知
三
四

O
(九
四

O
)
静
附
四
三
(
二
二

O
)
岐
阜
-
四
(
九
九
)
石
川
四
八
八
(
一
一
九
三
)
福
井
二
七
二
(
八
二
)
信
山

O
(
一
O
五
)
で
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南
関
東
・
東
リ
問
・
北
陸
へ
。
福
島
県
は
三
、
八
一
三
(
一
、
五
四
八
)
埼
玉
八
三
四
(
五
七
六
)
神
奈
川
五
入
入
(
七
四
一
)
千
葉
八
三
こ
二

八
)
愛
知
二
九
六
(
八
八
)
静
岡
二
一
二

O
(
二
一
一
一
一
一
)
岐
阜
七
回
(
五
人
)
で
雨
関
東
・
東
海
へ
。
石
川
県
は
東
京
一
九

O
(六
五
)
神
奈
川
八

(
一
九
)
愛
知
一

O
四
(
三
五
)
蚊
阜
三
四
(
二
九
)
大
阪
二
八
二
(
二
三
一
)
京
都
一
一
五
(
七
一
一
)
兵
庫
一
一
一
(
四
)
滋
賀
三
四
(
二
七
)

で
京
阪
神
・
南
関
東
・
東
海
へ
。
長
野
県
は
東
京
九
一
一
一
(
一
一
七
三
神
奈
川
九
五
(
七
一
)
埼
玉
一
一
七
(
三
四
)
愛
知
一
、
六
二
五
(
四
七

一
一
)
二
一
重
五
二
七
(
七
八
)
岐
阜
二
六
二
(
一

O
九
)
静
岡
一
三
八
(
瓦
七
)
で
南
関
東
と
東
海
へ
。
高
知
県
は
大
阪
一
、
一
三
五
(
九
八
五
)

兵
庫
三
三
三
(
一
五
六
)
京
都
六
八
(
六

O
)
岡
山
二
一

O
(七
七
)
香
川
八
四
(
七
九
)
愛
知
五
二
二
(
三

O
二
乙
岐
阜
六
三
(
四
五
)
三
重

八
(
六
五
)
東
京
六
三
(
三
四
)
神
奈
川
六

O
(
二
六
)
で
京
阪
神
・
瀬
戸
内
・
東
海
・
南
関
東
へ
。
長
崎
県
は
愛
知
一
二
、
七
七
一
(
二
、
五
八

三
)
岐
阜
五
ご
七
(
四
八
七
)
三
重
九
(
一
四
一
己
静
岡
六

O
(五
一
)
東
京
一
五
三
(
一
三
一
二
)
神
奈
川
九
二
(
一
三
五
)
大
阪
五
四
九
(
八

九
六
)
兵
庫
二
六
九
(
二
二
八
)
京
都
二
五
(
七
九
)
で
東
海
・
京
阪
神
・
南
関
東
へ
。
鹿
児
島
は
愛
知
四
、

O
三
二
(
二
、
六
七
三
)
岐
阜
八

一
九
(
五
六
三
)
三
重
一
一
八
(
三
四

O
)
大
阪
二
、
七
一
七
(
二
、
一
五
一
)
兵
庫
四
七

O
(四
四
三
)
滋
賀
二
六
三
竺
二
三
二
)
京
都
八

O

(
一
三
四
)
東
京
三
五
五
(
三
五
七
)
神
奈
川
四
三
(
四
一
三
)
で
東
海
・
京
阪
神
・
南
関
東
へ
。

こ
れ
を
高
校
新
卒
者
の
一
二
六
年
と
四
四
年
の
転
出
者
(
カ
ッ
コ
内
は
四
凹
年
)
を
比
較
す
る
と
、
北
海
道
は
東
京
三
八
一
(
一
二
、

O
九
O
)
神

奈
川
一
一
二
三
(
一
、
一
三
六
)
埼
玉
一
五
(
二
七

O
)
千
葉
二
合
一
一
九
二
)
茨
城
四
七
(
一
二
四
)
愛
知
一
一
一
一
一
(
五
八
六
)
岐
阜
二
(
一
二
五
)
静

岡
O
(
一
一
二
九
)
大
阪
三
三
三
二

O
)
青
森
県
は
東
京
六
二
二
(
一
、
七
四

O
)
神
奈
川
二
一
二
(
六
一
二
己
埼
玉
六
三
(
一
三
四
)
千
葉
七

二
(
一
三
一
)
茨
城
二
九
(
二
五
)
愛
知
六
九
(
一
三
回
)
静
岡
O
(
五
七
)
福
島
県
は
東
京
一
二
、
七

O
二
(
問
、
四
九

O
)
神
奈
川
五
三
九

(
一
、
二
六
五
)
埼
王
ニ
二
五
(
四
六
回
)
茨
城
四

O
二
(
二
六
四
)
栃
木
二
(
二
六
九
)
宮
城
七
八
三
二

O
)
愛
知
一
五
(
一
四

O
)
静
岡

二
九
三
四

O
)
大
阪
四
三
(
四
九
)
石
川
県
は
東
京
四
九

O
(
三
三
六
)
神
奈
川
七
九
(
五

O
)
向
山
田
区
(
一
二
二
)
愛
知
一

O
六
(
一
七
二
)

大
阪
三
三

O
(
二
六
九
)
京
都
六

O
(
一
三
五
)
長
野
県
は
東
京
八
七
八
(
五

O
九
)
神
奈
川
七
五
三

O
二
一
)
埼
玉
四
一
(
二
七
)
愛
知
二
一
h

三
(
六
三
)
岐
阜
四

O
(
四
)
高
知
県
は
大
阪
五
二
五
(
八
四
四
)
兵
時
九
八
(
二
二
九
)
京
都
四
六
(
七

O
)
愛
知
五
八
(
一
四
九
)
東
京

一
三
七
(
一
二
八
)
神
奈
川
一
一
一
二
(
九
八
)
長
崎
県
は
且
愛
焚
知
六
六
三
(
七

O
三
)
岐
阜
七
三
(
三
一

(OυE)
大
阪
四
三
六
(
七
八

O
)
丘
兵
ハ
庫
二
九
七

(
竺
二
一
三
三
八
)
京
都
七

O
(竺
一
七
八
)
同
山
四
七
(
三
一
二
九
)
福
悶
二

O
九
(
二
七
九
)
東
京
四
七

O
(ご
一
九
一
三
ニ
三
)
神
奈
川
五

O
(
一

島
県
は
愛
知
二
七
四
(
五

O
)
什蚊蚊収収一阜一七

O
(全ム六ハ
c)
大
阪
二
二
四
(
二
一
五
力
)
丘
兵
ハ
庫
一
七
山
(
土
一
九
)
京
都
三
一
(
ム
六
ハ
C)
東
京
八
九
(
四
一
二
)
神
丸
奈小

川
七
一

(3三二
二
一
マ
)
で
あ
る
。



高
校
新
卒
者
の
い
松
山
川
方
向
は
、
北
海
道
は
中
学
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
転
出
の
範
囲
を
拡
大
し
た
が
、
古
川
校
新
卒
者
は
南
関
東
や
東
海
に
集

中
し
、
北
陸
へ
の
松
山
は
ほ
と
ん
ど
な
い
点
が
異
な
る
。
青
森
県
も
同
様
、
中
学
新
卒
者
が
南
関
東
・
東
海
・
北
陸
へ
転
出
す
る
の
に
対
し
、
北

陸
は
ほ
と
ん
ど
な
く
南
関
東
・
東
泌
へ
集
中
し
て
い
る
。
福
島
県
は
中
学
新
卒
者
と
同
じ
く
南
関
東
・
東
海
が
主
で
あ
る
が
、
北
関
東
や
京
阪
神

に
も
転
出
し
て
区
域
が
広
い
。
石
川
県
は
中
学
の
場
合
と
同
じ
方
向
を
と
り
、
南
関
東
・
東
海
・
京
阪
神
と
い
う
三
つ
の
方
向
に
向
っ
て
拡
散
し

て
い
る
。
ま
た
両
者
と
も
東
泌
地
方
へ
の
比
重
が
低
い
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
長
野
県
は
中
学
の
場
合
と
同
じ
く
南
関
東
・
東
海
へ
と
い
う
こ
つ

の
方
向
に
向
っ
て
い
ろ
。
高
知
・
長
崎
・
鹿
児
島
三
県
は
、
中
学
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
方
向
で
あ
る
が
、
高
知
県
は
ま
ず
京
阪
神
、
次
が
南
関
東

次
が
東
海
と
い
う
よ
う
に
転
出
し
、
比
重
が
中
学
の
場
合
と
比
べ
て
異
な
る
。
長
崎
県
は
中
学
新
卒
者
が
東
海
地
方
へ
集
中
す
る
に
対
し
、
ま
ず

京
阪
神
、
次
が
東
海
、
南
関
東
、
鹿
児
島
県
は
東
海
・
京
阪
神
の
比
重
も
大
で
あ
る
が
、
最
近
南
関
東
の
比
重
が
大
に
な
っ
た
。

本邦における若年労働力転出の地域的変容

五

び

む

す

本
論
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

付

若
年
労
働
力
(
中
学
新
卒
者
)

は
一
定
の
リ
ズ
ム
を
も
ち
一
定
の
方
向
に
向
っ
て
流
転
現
象
を
継
続
し
て
い
る
が
、
昭
和
四

O
年
ご

ろ
か
ら
鈍
化
し
、
転
出
の
地
域
的
弱
体
化
が
現
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
県
外
(
都
道
府
を
含
む
。
以
下
県
内
も
同
じ
)
転
出
の
絶
対
数
は
三

六
年
に
は
、
全
就
職
者
は
三
三
・

O
万
人
の
う
ち
四
一
%
の
二
了
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、

四
四
年
に
は
全
就
職
者
二
二
・
八
万
人
と
な

り
、
県
外
転
出
は
そ
の
三
五
%
の
八
・

O
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
高
校
新
卒
者
は
三
六
年
に
は
、
全
就
職
者
三
四
・
一
万
人

の
う
ち
二
七
%
の
八
・
七
万
人
が
県
外
へ
就
職
し
た
が
、

四
四
年
に
は
巾
学
新
卒
者
よ
り
多
く
な
り
、
全
就
職
者
三
九
・
八
万
人
の
う

ち
、
そ
の
二
九
形
の
一
一
・
六
万
人
が
県
外
へ
就
職
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
学
と
高
校
が
逆
転
し
た
。
し
か
し
県
内
就
職
に
対
す
る
転

出
比
率
は
、
中
学
新
卒
者
が
高
校
新
卒
者
よ
り
高
い
。
ま
た
男
女
比
は
中
学
新
卒
者
は
三
六
年
は
男
女
等
し
く
、

四
四
年
は
女
が
多
く
な
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り
、
高
校
新
卒
者
は
三
六
年
は
女
が
め
/
く
、

四
四
年
は
男
女
が
ほ
ぼ
等
し
い
比
率
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
将
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来
中
卒
者
の
労
働
力
が
ま
す
ま
す
枯
渇
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
高
校
新
卒
者
が
判
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

(::) 

転
出
量
の
地
域
変
容
は
、
三
、

0
0
0人
以
上
転
出
し
た
県
が
減
少
し
て
き
た
。
三
六
年
に
は
一
九
県
、

ピ
ー
ク
時
の
三
八
年
に
は

二
五
県
と
な
り
増
加
が
者
し
か
っ
た
が
、

凶
四
年
に
は
一
道
七
県
と
な
り
、
転
出
有
力
県
が
著
し
く
後
退
し
て
い
る
。
特
に
後
退
の
著
し

い
の
は
関
東
か
ら
四
園
地
方
に
及
ぶ
地
域
で
、
北
海
道
や
東
北
と
九
州
地
方
の
一
部
が
、
僅
か
残
存
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
高

校
新
卒
者
は
一
二
、

0
0
0人
以
上
転
出
す
る
県
は
、

三
六
年
に
は
七
県
で
あ
っ
た
が
、

四
四
年
に
は
一
道
一
七
県
と
な
っ
た
。
し
か
も
、

五、

0
0
0人
以
上
も
転
出
す
る
県
が
、
中
学
は
三
六
年
の
五
県
か
ら
凶
四
年
の
一
道
二
県
に
減
少
、
高
校
は
三
六
年
の
コ
一
県
か
ら
四
四

年
は
一
道
七
県
に
増
加
し
て
い
る
。

七今

県
内
就
職
と
県
外
就
職
(
両
者
と
も
都
道
府
を
含
む
。
以
下
同
じ
)

の
関
係
は
、
一
二
六
年
は
中
学
新
卒
者
は
残
(
県
内
就
職
)
が
五

九
%
、
出
(
県
外
就
職
)
が
四
一
%
、
高
校
新
卒
者
は
残
が
七
一
二
%
、
出
が
二
七
形
で
あ
っ
た
が
、

四
四
年
は
巾
学
新
卒
者
は
残
が
六
五

%
、
出
が
三
五
%
と
な
り
、
出
の
割
合
が
減
少
、
高
校
新
卒
者
は
残
七
一
%
、
出
が
二
九
%
と
な
っ
て
出
の
剖
合
が
や
や
向
上
し
て
い

る
。
中
学
新
卒
者
の
出
の
割
合
の
減
少
は
、
需
要
県
の
県
外
か
ら
の
求
人
を
一
層
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。
ま
た
中
学
新
卒
者
の
県
外
転

出
の
低
下
を
三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
二
階
級
(
前
掲
符
号
に
よ
る
)
低
下
し
た
県
は
、

A
↓
C
が
五
県
、

B
↓
D
が
一

県、

C
↓

E
が
一
県
の
合
計
七
県
で
あ
る
o

こ
れ
を
さ
ら
に
ピ

l
ク
時
の
三
八
年
と
四
四
年
を
比
較
す
る
と
、

A
↓
C
が
五
県
、

B
l
v
D
 

が
二
県
、

C
↓

E
が
八
県
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
京
浜
や
阪
神
地
方
の
周
辺
の
県
の
鈍
化
が
著
し
い
。

帥

三
六
・
一
二
八
・
四
四
年
に
お
け
る
残
出
関
係
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
付
残
出
共
憎
か
ら
残
出
共
減
、
が
三
一
、
付
残
出
共

増
か
ら
残
減
出
増
が
一
、
同
残
出
共
増
か
ら
残
増
出
減
が
四
、
伺
残
出
共
増
か
ら
残
停
出
減
、
が
一
、
伸
残
増
出
減
か
ら
残
減
出
停
が
二
、

凶

w
残
増
出
停
か
ら
残
出
共
減
が
五
、
帥
残
増
出
停
か
ら
残
減
出
停
が
二
と
い
う
タ
イ
プ
に
分
れ
る
。
こ
の
う
ち
付
が
最
も
多
く
、
全
体
の



六
七
彪
に
及
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
大
き
な
社
会
経
済
的
変
動
の
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
形
態
に
進
む
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
伺
は
北
海

道
の
み
、
品
開
同
は
東
北
の
一
部
や
九
州
の
一
部
に
み
ら
れ
る
。
締
約
伺
は
本
邦
の
ほ
ぼ
中
央
に
み
ら
れ
る
。

同

男
女
別
で
み
る
と
、
昭
和
三
六
年
の
県
外
転
出
は
、
男
女
が
平
均
化
さ
れ
て
い
た
が
、
四
四
年
に
は
男
四
一
%
・
女
五
九
対
と
変
化

し
て
い
る
。
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
三
六
年
は
男
よ
り
女
を
多
く
出
す
と
こ
ろ
は
一
一
一
一
で
あ
っ
た
が
、
四
四
年
は
二
六
と
増
加
し
て
い

る
。
し
か
も
女
を
多
く
出
す
と
こ
ろ
は
、
三
六
年
は
本
邦
の
中
央
部
が
主
で
、
僅
か
中
国
や
九
州
地
方
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

四

四
年
は
逆
転
し
、
北
海
道
・
東
北
地
方
と
中
国
・
四
国
(
香
川
県
を
除
く
)
九
州
地
方
に
及
び
、
中
央
部
は
む
し
ろ
男
の
転
出
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

本邦における若年労働力転出の地域的変容

的

初
任
給
は
三
六
年
と
四
四
年
を
比
較
す
る
と
地
域
格
差
が
著
し
く
縮
少
さ
れ
た
。
こ
れ
は
東
京
都
周
辺
の
諸
県
や
東
海
・
北
陸
地
方

や
京
浜
神
周
辺
の
諸
県
が
初
任
給
が
上
昇
し
、
東
京
・
大
阪
・
愛
知
の
三
大
労
働
市
場
の
初
任
給
と
大
差
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
青
森
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
辺
縁
地
域
は
、
依
然
と
し
て
格
差
が
大
で
あ
る
。
初
任
給
の
格
差
は
地
域
移
動
を
起
す
原
因
の
一
つ

で
あ
る
が
、
供
給
県
が
そ
の
県
の
初
任
給
を
上
昇
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
外
転
出
を
喰
い
止
め
て
い
る
。

E0 

転
出
の
方
向
は
北
海
道
を
除
い
て
大
き
な
変
化
は
な
い
。
県
外
転
出
の
絶
対
数
が
減
少
し
て
も
、
そ
の
方
向
に
変
化
が
な
い
の
は
、

歴
史
的
伝
統
と
縁
故
関
係
が
深
く
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
強
力
な
勧
誘
が
一
定
の
方
向
を
決
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
も

の
が
習
慣
性
を
形
成
し
、
社
会
経
済
的
関
係
と
心
理
的
影
響
が
一
定
の
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
、
流
転
現
象
を
形
成
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

北
海
道
は
転
出
の
範
囲
が
拡
大
し
、
東
海
・
北
陸
地
方
ま
で
浸
潤
し
、
そ
の
西
限
は
阪
神
地
方
に
達
し
て
い
る
。
受
入
労
働
市
場
周
辺
県

の
労
働
力
が
枯
渇
し
、
北
海
道
の
潜
在
労
働
力
を
吸
収
し
た
と
み
ら
れ
る
。
北
海
道
以
外
の
供
給
県
か
ら
の
転
出
は
、
そ
の
方
向
を
持
続

し
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
は
東
海
地
方
へ
最
も
多
く
送
り
出
し
、
次
が
阪
神
地
方
と
い
う
転
出
形
態
を
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
先
端
部
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が
京
浜
地
方
に
及
ん
で
、
東
限
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
昭
和
三

0
年
代
と
同
じ
で
あ
る
。

仰

本
文
の
骨
子
は
、
若
年
労
働
力
が
枯
渇
し
始
め
た
昭
和
三
六
年
三
月
か
ら
、
労
働
省
職
業
安
定
局
が
、
中
学
新
卒
者
の
県
内
外
就
職

者
を
調
査
し
た
年
次
を
基
準
と
し
、
中
学
新
卒
者
が
最
も
多
く
就
職
し
た
昭
和
三
八
年
三
月
と
、
就
職
者
が
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
最
近
の
資

料
の
昭
和
四
四
年
三
月
を
比
較
し
て
、
転
出
の
地
域
的
変
容
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
県
内
外
就
職
者
の
関
係
が
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
種
々
な
形
態
を
と
っ
て
、
地
域
的
変
容
の
特
異
性
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
残
(
県
内
)
出
(
県
外
)

の
画
く
形
態
が
、
そ
の
都
道
府
県
の
若
年
労
働
力
の
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
学
新
卒

者
の
絶
対
数
が
三
八
年
を
ピ

l
ク
に
増
加
し
、
そ
れ
が
其
後
減
少
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
残
出
共
増
か
ら
残
出
共
減
と
な
る
の
が

普
通
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
然
ら
ず
。
ま
た
残
出
共
増
か
ら
残
出
共
減
で
も
、
そ
れ
を
図
に
示
せ
ば
、
そ
の
画
く
角
度
は
鋭
角
と
鋭
角
が

あ
り
、
五
度
内
外
か
ら
三

O
度
内
外
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
残
(
県
内
就
職
)
に
向
っ
て
減
少
す
る
も
の
も
あ
り
、
出
(
県
外
就

職
)
に
向
っ
て
減
少
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
複
雑
し
た
形
態
を
画
い
て
い
る
。
若
年
労
働
力
が
枯
渇
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
前
者

で
あ
る
こ
と
は
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
が
、
福
岡
県
の
如
き
は
後
者
に
属
し
、

一
五
度
の
角
度
を
も
っ
て
減
少
し
て
い
る
o

こ
れ
に
対
し

北
海
道
の
如
き
は
八
五
度
を
も
っ
て
、
道
外
転
出
が
増
加
し
、
残
出
共
増
か
ら
残
減
出
増
と
い
う
形
態
を
示
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
種

々
な
地
域
の
変
容
を
捉
え
た
。




